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日本新聞協会

•全国の新聞・通信・放送計130社で構成

•主な活動

新聞倫理の向上

教育・交流、調査・研究

広報・出版活動

新聞博物館の運営

NIE（Newspaper in Education、教育に新聞を）の
普及促進
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説明内容

１．NIEについて
・NIEとは、新聞活用のメリット

２．NIEと学校図書館
・「新聞」と「学校図書館」の共通点

・学校図書館への新聞の配備状況

・新聞×学校図書館の事例紹介

３．主権者教育の充実に向けて

・複数紙配備の重要性

・学校図書館図書整備5か年計画の活用と拡充を
４．学校司書の育成に向けて
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１．NIEとは
• 1930年代に米国で始まり、世界80か国以上で実施
日本では８５年に提唱

•社会性豊かな青少年の育成や、

民主主義社会の発展等を目的に

教育界と新聞界が協力し展開

• NIEの3要素 「新聞を活用する」

「新聞をつくる」「新聞の機能を知る」
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※26､27年度の調査結果も同様の傾向を示しています
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新聞活用のメリット

•読解力の向上

•コミュニケーション能力の育成

•情報活用能力の育成

•社会への興味・関心の喚起
新聞は、社会への興味関心を喚起し、さまざまな出来事
を自分事として捉えさせ、社会に主体的に関わろうとする
態度を育てる

新聞は、自ら課題を発見し、解決に向けて主体的・協働
的に探求することや、主体的に社会に参画し自立して社
会生活を営むために必要な力を身につけることに資する
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２．「新聞」と「学校図書館」の共通点

児童生徒に新しい「出合い」の場を提供

ポイントはNIEと学校図書館の「連携」
学校図書館に新聞があることで、より学びが深まる

児童生徒の学びは、教室だけでは完結しない、
社会とつながっていることを気付かせてくれるの
が、新聞であり学校図書館
NIEと学校図書館が、社会への「窓」の役割を果
たした授業例は多数
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新聞は学校図書館に欠かせないメディアだが…

「学校図書館の現状に関する調査」結果
（文部科学省平成26年度）

【新聞の配備状況】（カッコ内は前回調査〈24年度〉時点）

学校図書館に新聞を配備している学校の割合

小学校 36.7％ （24.5％）
中学校 31.8％ （19.0％）
高等学校 90.0％ （90.1％）
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新聞提供事業

• 1996年から実施。NIE実践指定校を認定し、一定期間、学習
用の新聞購読料を補助（各地のNIE推進協議会に加盟する銘
柄すべてを配達）

• 2015年は、小学校228校、中学校187校、高校116校など、計
545校を実践指定校に認定。開始から、のべにして9,000校近
い学校が同事業でNIEを実践
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新聞×学校図書館
横浜市立緑園東小学校の事例（1）

• 2014､15年度のNIE実践指定校
→7紙（朝日､毎日､読売､日経､東京､産経､神奈川）を各4か月配置

•横浜市の学校司書配置事業 → 13年度後期から導入

学校司書を中心にした新聞に親しむ工夫づくり
新聞閲覧コーナー

閲読支援としての記事紹介コーナー

授業に関連するテーマで記事を収集した情報ファイル（新聞
スクラップ）

児童の相談を受け、目的に沿った情報収集を支援
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新聞×学校図書館
横浜市立緑園東小学校の事例（2）

その結果…高学年を中心に新聞活用が進み、調べ学
習の資料の一つとして活用するように

「新聞記事と関連する図書や他の資料も併せて紹介す
ることで、児童の課題追究に合わせた資料収集ができ
るようになったのが大きな効果」（副島江理子校長）

子供自身が新聞を読んで新たに課題意識を持ったり、
自ら新聞から資料を探そうとしたりするようになった
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新聞×学校図書館
横浜市立緑園東小学校の事例（3）

授業支援の面でも大きな効果

学校司書が介在することで、学習のねらいに沿って
単元に関係する新聞記事を多面的に収集・情報提供
できるようになり、国語など一部にとどまっていた授業
での活用が進んだ

教諭､司書教諭､学校司書が「連携」して取り組
んだことで､主体的･協働的に学ぶ力が育まれた
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新聞×学校図書館
横浜市立緑園東小学校の事例（4）
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３．主権者教育の充実に向けて

•公職選挙法改正で選挙権年齢が18歳以上に
→今年７月には法改正後初の国政選挙

•主権者教育に新聞が果たす役割

→社会への興味・関心の喚起

新聞と学校図書館の「連携」が重要
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主権者教育の充実に向けて
都立国際高等学校の事例（1）

•学校図書館に複数紙を配備

•学校司書がさまざまなテーマでスクラップ

→難民､社会保障､認知症､子供の貧困など､60以上

「図書館との連携で、新聞の重要性に生徒が気
付き、毎日読むようになったことが、主権者教
育の上で大きな一歩」（宮崎三喜男主任教諭）
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主権者教育の充実に向けて
都立国際高等学校の事例（2）
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主権者教育の充実に向けて

主権者教育とは

制度説明、模擬選挙、合意形成、リテラシー、etc

求められているのは、多様な意見を認め、異論
にも耳を傾け、意見を交わす力の育成

多様な意見が掲載されている新聞を読み、
さらには複数紙を読み比べることが重要
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学校図書館の平均配備紙数

「学校図書館の現状に関する調査」結果
（文部科学省平成26年度）

【新聞の配備状況】 （カッコ内は前回調査〈24年度〉時点）

学校図書館に新聞がある学校の平均配備紙数

小学校 1.3紙 （1.3紙）
中学校 1.7紙 （1.8紙）
高等学校 2.8紙 （2.8紙）

18



複数紙配備の重要性

第4次「学校図書館図書整備5か年計画」
平成24年度からの5か年計画で初めて新聞につい
ても地方財政措置が講じられた

年間15億円（5年で75億円）
→小中学校１校あたり新聞１紙配備分

新聞界では、紙面告知や教育行政への働きかけを
通じて周知を図っているが…
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複数紙配備の重要性

※新聞協会加盟各紙で掲載している新聞全５段広告原稿
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４．学校司書の育成に向けて

NIEアドバイザーの活用を
実践経験豊富な教師を日本新聞協会が認定

46都道府県217人（2月12日現在､別紙名簿）
→各地でNIE研修などに尽力いただいている

学校司書の養成過程でNIE研修も
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ご清聴ありがとうございました

日本新聞協会 博物館・NIE委員会 3月10日
nie@pressnet.or.jp
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